
                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフィックデザ

イナーとしての華々

しい活躍の一方で、戦

後の美術思想の激流

の中で模索を続けて

きた宮永は、50 歳を

目前にして、自身の芸

術への確信と展望を

得るモチーフに出会

います。 

流れるような線で

情熱的なフラメンコ

のクライマックスを

描いた「ファルーカ」。

これまで、モダンア

ートの技法や構図を

熱心に研究し作品に取り入れてきた宮永の心を捉え

たのは、瞬間を切り取る動きの表現でした。そして、

一番動きの激しい舞踊であるフラメンコに着目しま

すが、それは、宮永の走るような筆遣いや無駄のない

運筆と相性が良く、本場スペインのダンサーが出演す

るフラメンコバーに通い詰めるほど没頭しました。 

「挿絵の仕事はやめることにしたんだ。純粋に自分

だけの絵を描きたい。もう、その時期なんだ。」 つい

に、宮永は、華々しい活躍をしていた出版業界の仕事

を整理し、純粋絵画に専念することを決意しました。 

第 12 回 鶴巻デジタル写真教室 写真展 

11月 30日（火）～12月 5日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 16：00 まで） 

その時々の被写体の表情を楽しみながら写しとったものです。

ぜひ楽しんで見てください。 

第 11 回 写楽クラブ 写真展 

12月 7日（火）～12月 12日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 16：00 まで） 

会員の個性を発揮し、印象的な作品を展示します。 

日本画府写真部展 

12月 14日（火）～12月 19日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 12：00 まで） 

会員や関係者たちが、一年間、一生懸命、北海道から九州まで

撮りためた力作ぞろいです。どうぞ御覧に来てください。 

フォトやまゆり 季を巡る 

12月 21日（火）～12月 26日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 16：00 まで） 

自然風景を全紙 32枚全倍 5枚プロラボ仕上げにより美しいプリ

ントを見ていただきたい。 

 
 2022.1 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

大根・鶴巻地区特別支援学級 小中交流会 
1 月 7 日(金)～1 月 13 日(日) 

常設展示室  市民ギャラリーの御案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

《 ファルーカ 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅から 
徒歩 2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間 150円、以降 30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

観覧料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

油彩・キャンバス 1969年 60ｐ 

展示作品より今月の一点 
 

 

展示作品より今月

の一点 

 

※ 12 月 1 日(水)から 2022 年 6 月分までの予約を受け付けて

います。 

※ 新型コロナ感染症の影響により、変更になる場合があり

ます。お気軽に美術館にお問い合わせください。 

美術館 ワクワク探検のお知らせ 

毎年、子どもたちに創作活動を楽しんでもらっている

「美術館ワクワク探検」。 今年度は１月に開催します。 詳細は

広報はだの１月 1 日号や美術館ＨＰでお知らせします。 

12月の休館日 ： 

年 始 の 休 館 ： 1 月 1 日（土） 2 日（日） 4 日（火） 

6 日(月) 13 日(月) 20 日(月) 27日(月)～31 日(金) 

美術館 臨時休館のお知らせ 

2022 年 2 月 1 日 (火 )～3 月 15 日 (火 ) 

空調設備更新工事のため、上記期間、宮永岳彦記念美術館は

臨時休館します。 休館中のお問い合わせ、市民ギャラリーの 

予約は、文化振興課にて受け付けます。 

文化振興課 0463-86-6309 

※ 3 日（月）は午後 5 時まで開館（入場は午後 4 時 30 分まで） 


